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調査期間 ：平成 14年7月～ 調査面積 ：約 600rri 

いしがみ

◆石神遺跡の調査

しゅみせんせき

石神遺跡は明治35・36年(1902・03)に須弥山石
せき じんエぅ

と石人像が掘り出されたところで、その地の小田

字「岩罪」から命名されました。奈文研は昭和

56年(1981)に実施した石造物出土地の全面調査

を皮切りに、継続的に発掘調査をおこなってき

ました。今回はその 15回目となります。

◆これまでの概要と今回みつかった遺構
彎
古；：

石神遺跡は 7世紀代を通じて造営が繰り返l
された遺跡で、遺構は重複関係や出土遺物の年

ヽ
代から、大きく A~Cの3時期に分かれます。し 正

さいめい

A期 7世紀前半一斉明朝 (655-661)ころ 図 1 周辺位置図

＜昨年までの成果（図2)＞長大な建物で囲われた西区画・東区画、石敷広場と井戸などが整然と配置さ
みずおち

れています。漏刻台の水落遺跡ともつながっています。須弥山石や東北地方の土器の存在と、『日本書
えみし きょうえん あすか げいひんかん

紀』の須弥山をつくって蝦夷らを饗宴した記事との関連などから、飛鳥の迎賓館ともいわれます。

く今回の遺構（図3・4)＞建物や石組溝など明確な遺構はみつかっていません。砂と粘土の堆積が広がっ

ており、沼のような低湿地だったと考えられます。前回までの調査区とはまったく異なる状況です。
てんむ

B期 7世紀後半、天武朝 (672-686) ころ

＜昨年までの成果（図5)＞多数の建物と塀があり、北側には大型建物を逆L字形に配置しています。性

格ははっきりしませんが、大規模な施設があったようです。

く今回の遺構（図3・4)＞南側に東西大溝があり、陸橋の北には池状遺構と東西溝1•南北溝 1 がありま

す。池状遺構は東西9m、南北 10m以上。もともと沼状だったところに盛士をして陸橋をつくっていま

どt もっき

す。砂や粘土が厚く堆積しています。東西大溝は幅3m、深さは現状で最大 40cm。いずれも土希、木器、

茉倫など多量の遺物が出土しましたが、炭や灰、燃えさし、骨、桃の種子などと一緒にゴミとして捨て

られた状況です。焼けている木簡もあります。遺構はいずれもC期の整地土で覆われていました。

c期 7世紀末、藤爾酋 (694-710)のころ
＜昨年までの成果（図6)＞南には塀で囲まれた方形区画 （一辺 71m)があり、その東に溝をともなう南北

とうほ うかんが

方向の道路が通っています。方形区画は藤原宮の東方官街地区にある区画 (66X72m)と同様な官術的施
てつぞく

設とみられます。整地土からは鉄鏃などが多数出士しています。
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明． 8期（天武朝）

図3 遺構変遷図

く今回の遺構（図3・ 4) > B期の池状遺構を埋め立てて全面的に整地し、石敷と石組井戸、南北溝2、建

物 1が造られます。調査区東側には南北大溝が掘られます。建物 1は2間X3間の小さな南北棟建物で、

南北溝2を埋めた後に造られています。南北大溝は幅4m、深さ lmの素堀溝です。過去の調査でも検

出していましたが、今回の場所ではとても幅が広く、深くなっています。南北大溝からは多量の土器、

木器、木簡などが出土しました。

◆今回みつかった遺物

B期の池状遺構と同様、捨てられたゴミが溜まっている状況です。

もっとも注目されるのは多量の木製品と木簡です。普通なら消滅してしまうこれらの遺物は、豊富な

地下水によって空気から遮断されていたおかげで 1,300年以上も腐らずに残つていたのです。

最も多い遺物は土器で、石神遺跡では莫大な量を消費していたことがわかります。涵しが
すずり てんようけん

付着した土器が多いのが特徴です。少数の硯に加えて、転用硯も多数出土しました。

ありません。榊悛が多く
ひ わだぷき

みられるので、近辺に檜皮葺の建物があった可能性が考えられます。
し、ぐし かたしろ

《木器・金属器など》 南北大溝と、東西大溝・池状遺構の埋土から多数出土しました。木製品は斎串・形代・

糾笏．漆蒻．龍．炎きり目．菜騒．節．独桑．琴壮．騒籍などがあります。金属製品は綺蔽叉諺．旱斧
といし

などがあり、他に砥石も出土しました。日常品とともに斎津、叉諺などの叙詑関係遺物が目立ちます。
けずり くず

南北大溝と東西大溝・池状遺構の埋土を中心に、約 560点の木簡（うち削屑約 370点）が出

土しました。木簡の入った土は研究所に持ち帰って洗浄中であり、その数はさらに増加すると考えられ

にふだもっかん

ます。全般的に荷札木簡が多いという特徴があります。

《土器・瓦》

瓦はわずかしか

《木簡》

＜詳細は3枚目を参照＞

◆まとめ

A期、斉明朝の迎賓館といわれる施設は、昨年発掘した大きな石組東西溝と東西塀が北の端であった

ことを確認しました。南北の距離は塀どうしで測ると約 180mです。今回の調査地は施設の外にあたり、

当時は沼のような場所でした。建物群が存在する範囲がはっきりしたのは大きな成果です。

つぎのB期、天武朝ころには池状遺構と東西大溝などがつくられます。昨年みつからなかったB期の

施設の北限は今回も検出されなかったので、前回と今回の調査区の間にあるのでしょう。出土した大量

の木簡はこのころの文字史料として貴重な発見といえます。木簡の内容からB期の施設の具体的な姿を

再現するのは困難ですが、官街的施設があったことは確実です。あらためて天武朝ころの石神遺跡が非

常に重要な遺跡であることが明確になりました。

C期には石敷と井戸をともなう施設が南北大溝の西側に造られていますが、性格などは不明です。

かし藤原宮期にも、道路とともに何らかの施設が存在することが明らかになりました。

し

今後、北側の水田を発掘すればB期の池状遺構の広がりが確認されるでしょう。そこからさらに多く

の遺物が出土すれば、天武朝ころの石神遺跡の実像を解き明かす手がかりが見つかるかも知れません。

またC期の遺構もどのような性格の施設なのかがわかるでしょう。次年度以降の調査は、石神遺跡と小

墾田兵庫、小墾田宮との関係や、古代山田道の解明などにも大きな影響をあたえるに違いありません。
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参考資料n地方行政区分名称の変遷
屯 x・シぇ：秀恙．ti馨 ど置霞鴫襲攣疇曇ilm，, ．ゞ•ダ 墨叡虞量閉鬱量闘闘疇置；；］；ン Ci

11 663天智2年癸亥年法隆寺幡銘＊注山部五十戸 五十戸

豫薦讀輝鬱醒息顕鵬疇備躙璽躙謹躙瓢鴫 塵
3 677天武6年 丁丑年飛鳥池遺跡 三野国加ホ評久々 利五十戸 五十戸.．．.．．．．．．.．．.．.．．．..．.．．.．．．．..．．．.．....．.．．．....．..．.．.．...．.....．..．...．．．...．、.．.．．.．.＿.．．....．...．...． 

丁丑年飛鳥池遺跡 三野国刀支評恵奈五十戸 五十戸41 677 天武6年5 681天武10年辛巳年静岡県伊場遺跡・・柴迂歪干芦．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．岩ギ芦．．．．．

凱 錮翠鰤臨濯疇輝輝暉躙翰朧轍疇讃翻鵬鯛鵬濯輝 鵬
71 683天武12年癸未年藤原宮跡 三野大野評阿濶里 里

殷璽疇璽遭輯寵顧囀朧置鵬疇躙鵬鬱瓢馴 瓢
91 687持統元年 丁亥年飛鳥池遺跡 若狭小丹評木津部五十戸 五十戸............. 
10 691持統5年 辛卯年藤原宮跡 尾治国知多評入見里 里.......... .~............................................................................................... 
11 I 691持統5年辛卯年静岡県伊場遺跡新井里 里-.. ~·...................... -.. -................. -........... -................ -......... -........................ 
121 694持統8年甲午年藤原宮跡 知田評阿具比里 里
※古代の地方行政区分は、「クニ―コホリーサト」という構造になっており、大 令施行(701年）以
降は「国—郡—里」、それ以前は「国一評—里」もしくは「国—評—五十戸」と記されました。上の表
で分かるように、サトにあたる表記は681年～683年頃を境に「五十戸」から「里」へと変わっており、
今回の調査で出土した木箇も同様の傾向を示します。ただし、一例のみ(9)ですがそれ以降にも
「五十戸」表記の木筒が見られることから、全国一斉に表記変更があったのかどうかについては、
検討の余地があるといえます。
＊注法隆寺に所蔵されていた幡（縦長の旗）に墨で記された銘文で、木簡ではない。
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．．；『i・り99[軍仝翌箆．…•廿喜贋裔覧酌這富閏墨瓢t心·潰など）芦窟
〗已攣．．． ［選．．．．．．・揖彎攣工：く:;：:：；： 
韮...-6．f.1：哀寵1．．礁：痙位涸翻鰐：：：：：：：：：：：：憎懃湛簑象税蝶褻船駕：：：：：：：：：：：：二：：：：：二：：：：：：：：：：：：
7 672天武元年壬申の乱 大海人皇子が勝利、都が飛鳥に戻る
窟―•6うー5・芙祗涵宕ー蔀曲荀廃正―•…………•--- -6-6`4産1ー：：速めぢ和だ戻蔀•塚蔀ーを藤正―•……………………--

渓：•熊．:君棄麻許t：籠斎穏潟圃語匝雛＿―：:：：：:：：― ．冷位榎裏統開通困仕菱：：：：：：．．：：―：：:::：:：：：：：：□： ：：： ： ：：：：：：：：：：：
10 683天武12年国境画定の開始 官人・エ匠等により諸国の境堺を定めさせる

:ii :.§亙藉藉．吾蚕．．：：瓶極藩迦應令唆極程：：：：：：五程じ藉1困毎爾登：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：二：：：：：：：：：：：：：
12 690持統4年 庚寅年籍 令に基づいて作られたものとしては初の戸籍
＊注民部＝諸豪 の支配下にあるが、国家に所属する民とされたもの 家部＝諸 族が私有する民

以前の官司名表記（木簡による）
兵官 舎人官

） （箆陶司） （兵部省） （左右大舎人寮など）蘊•S．．乃藝誕．．．．．．．藉祗．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．．．．． ． ．

池司） （関司） （大膳職・内膳司）.......... •.••........ .. .................... ...... ....... ..... 
司 薬司
池司） （内薬司・典薬寮）•.• ................................................ ... ........ 

定以後の表記（推定も含む）


